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  　  　公開討論会公開討論会のの開催開催がが決定決定

　

①子育て支援における予算計上について　②御宿小学校の更新について①子育て支援における予算計上について　②御宿小学校の更新について
③駅のバリアフリーについて③駅のバリアフリーについて

10月 28日（月）に開催された全員協議会の協議内容

議題：御宿議会からの質問に対する町長の回答への協議について議題：御宿議会からの質問に対する町長の回答への協議について

①子育て支援における予算計上について

●子育て支援の来年度以降の予算計上は●子育て支援の来年度以降の予算計上は
QQ  令和６年度予算では、修学旅行費補助金や小中学校入令和６年度予算では、修学旅行費補助金や小中学校入
学準備費用補助金等が減額されたが、保護者から「今まで学準備費用補助金等が減額されたが、保護者から「今まで
どおり助成を継続してほしい」との要望がある。来年度以どおり助成を継続してほしい」との要望がある。来年度以
降の予算計上の意向についてどう考えているか。降の予算計上の意向についてどう考えているか。

AA  今年度はこのまま行くが、来年度は今年度削減した補今年度はこのまま行くが、来年度は今年度削減した補
助の復活や給食費の件なども含めて検討対象としたい。助の復活や給食費の件なども含めて検討対象としたい。

QQ  今年度がこのままだと、今年度の対象者だけに不利益今年度がこのままだと、今年度の対象者だけに不利益
が出てしまうがどう考えるか。が出てしまうがどう考えるか。

AA  １つの行政判断として全体の教育費を考えた中での判１つの行政判断として全体の教育費を考えた中での判
断だ。行政を執行していく中で、不公平とは捉えていない。断だ。行政を執行していく中で、不公平とは捉えていない。

●人口減少対策の施策は●人口減少対策の施策は
QQ  今年度の人口減少対策の最重要施策は何か。今年度の人口減少対策の最重要施策は何か。
AA  この前の議会の質問頂いた内容だと思う。細かくこの前の議会の質問頂いた内容だと思う。細かく
は全部頭には残っていないが、前に答えたとおりだ。は全部頭には残っていないが、前に答えたとおりだ。

QQ  それでは第５次総合計画における重点事項は一体それでは第５次総合計画における重点事項は一体
何なのか。町長が一言で言えないほど、印象が薄いの何なのか。町長が一言で言えないほど、印象が薄いの
ではないか。それでは町民に町長の思いは心に届くのか。ではないか。それでは町民に町長の思いは心に届くのか。

AA  重点施策については計画に掲載し、そのとおり予重点施策については計画に掲載し、そのとおり予
算取りをして実施していると認識している。算取りをして実施していると認識している。

●相互のコミュニケーションの改善は●相互のコミュニケーションの改善は
QQ 町長や執行部の考えが保護者の方にうまく伝わっていな 町長や執行部の考えが保護者の方にうまく伝わっていな
いようだ。溝を埋めたりコミュニケーションを改善する必要いようだ。溝を埋めたりコミュニケーションを改善する必要
があると感じるが、町長はどう考えているのかがあると感じるが、町長はどう考えているのか。。

AA  そういう方々がいらっしゃるのであれば、ご紹介頂けれそういう方々がいらっしゃるのであれば、ご紹介頂けれ
ば説明に伺う。ば説明に伺う。

●保護者の要望に対してどう対応するのか●保護者の要望に対してどう対応するのか
QQ  「補助金の削減などの重要案件は、小中学校の保護「補助金の削減などの重要案件は、小中学校の保護
者が集まれる時間帯で説明を設けてほしい」という要望者が集まれる時間帯で説明を設けてほしい」という要望
がある。来月中にはなるべく、保護者会を開催して出向がある。来月中にはなるべく、保護者会を開催して出向
いていただきたい。いていただきたい。

AA  要望どおり実施し、今の状況について説明したい。要望どおり実施し、今の状況について説明したい。
　　

　令和６年第２回 全員協議会にて　令和６年第２回 全員協議会にて

　この３つの内容は、町長の考える実現方法に対し、住民や
議会との間に大きな隔たりがあります。
　議会では、この問題を少しでも前に進めていくために議員
間で協議し、9 月 6 日に町長に質問状を提出しました。
　回答は不明確な内容もあったため、町長と執行部、議員が
全員参加して行う全員協議会で協議しました。

全員協議会とは…
議会議員の全員が本議会場等に集合し、重要案件やその他に
ついて協議又は調整するために開かれる会議のことです。
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②御宿小学校の更新について

※質疑応答は一部を掲載し、内容を要約しています。

●●現在の町と議会の考え方と公開討論会の実施現在の町と議会の考え方と公開討論会の実施
QQ  少子化が進む中、既存の施設を修繕して使うべきと少子化が進む中、既存の施設を修繕して使うべきと
いう住民の声があるがどう考えるか。いう住民の声があるがどう考えるか。

AA  公共施設総合管理計画や第５次御宿町総合計画でも公共施設総合管理計画や第５次御宿町総合計画でも
御宿小学校は「耐用年数である令和９年３月までに新校御宿小学校は「耐用年数である令和９年３月までに新校
舎を更新する」と書かれている。これを議会は全会一致舎を更新する」と書かれている。これを議会は全会一致
で議決したのだから、新しい校舎は不要という趣旨の発で議決したのだから、新しい校舎は不要という趣旨の発
言はないはずだと私は思っている。言はないはずだと私は思っている。

QQ  耐用年数は 80 年という見解もある。議決したのは小耐用年数は 80 年という見解もある。議決したのは小
学校を更新する事についてであって、方法については、リ学校を更新する事についてであって、方法については、リ
ノベも新しい校舎も移転も含めて協議をしようとしている。ノベも新しい校舎も移転も含めて協議をしようとしている。
町長が新校舎ありきの考えなら、全く前に進まない。町長が新校舎ありきの考えなら、全く前に進まない。

AA  耐用年数である令和９年３月までに新しい校舎に更耐用年数である令和９年３月までに新しい校舎に更
新すると書いてある。これは新しい校舎を建て替えると新すると書いてある。これは新しい校舎を建て替えると
いうことだ。いうことだ。

QQ  町長は計画への議決にこだわっているが、期限や目町長は計画への議決にこだわっているが、期限や目
標に対して承認しただけ。こんな荒っぽいやり方ではうま標に対して承認しただけ。こんな荒っぽいやり方ではうま
く進まないと警告してきたはずだが、もう時間がないからく進まないと警告してきたはずだが、もう時間がないから
このまま進めるは許されない。丁寧に議論を深めるべきだ。このまま進めるは許されない。丁寧に議論を深めるべきだ。

AA  １月１２日の否決は、御宿小学校を御宿中学校の敷１月１２日の否決は、御宿小学校を御宿中学校の敷
地内に建設するための基本設計費用に対する否決であり、地内に建設するための基本設計費用に対する否決であり、
決して中学校の場所に対する否決ではないと私は理解し決して中学校の場所に対する否決ではないと私は理解し
ている。ている。

QQ  非常に独りよがりな解釈だ。多くの議員が討論の中で非常に独りよがりな解釈だ。多くの議員が討論の中で
反対理由を述べたが、理解する姿勢が感じられない。「議反対理由を述べたが、理解する姿勢が感じられない。「議
論不足」を理由として反対した議員もいる。新しい校舎を論不足」を理由として反対した議員もいる。新しい校舎を
建てるのであれば、公開討論会を開催してはどうか。建てるのであれば、公開討論会を開催してはどうか。

AA  町が主催する形で公民館で実施しよう。11月 20 日町が主催する形で公民館で実施しよう。11月 20 日
に議会があるので、その前後で実施したい。に議会があるので、その前後で実施したい。

QQ  こういう町を目指したいから、この場所にこういう学こういう町を目指したいから、この場所にこういう学
校を作ろう、というビジョンと紐づけが必要だが、今の校を作ろう、というビジョンと紐づけが必要だが、今の
町長の提案にはそれがない。公開討論会では、町長の提町長の提案にはそれがない。公開討論会では、町長の提
案も含め複数の提案者が各々のビジョンを語り、ファシリ案も含め複数の提案者が各々のビジョンを語り、ファシリ
テーターの専門家がそれらを公平にピックアップしながらテーターの専門家がそれらを公平にピックアップしながら
議論を深めるお手伝いをして頂くと良いと思う。ぜひ検討議論を深めるお手伝いをして頂くと良いと思う。ぜひ検討
願いたい。願いたい。

AA  今ある土台の上にしっかりと教育方針を立ててやっ今ある土台の上にしっかりと教育方針を立ててやっ
ている。何もない訳ではない。これまでの方針を否定すている。何もない訳ではない。これまでの方針を否定す
る理想論ではなく、現実を肯定しつつプラスアルファでる理想論ではなく、現実を肯定しつつプラスアルファで
その先を考える、という考え方をして頂きたい。その先を考える、という考え方をして頂きたい。

③駅のバイアフリー化について

●浜の踏切りのアンダーパス化は●浜の踏切りのアンダーパス化は
QQ  浜の踏切りをアンダーパスにするには、どのくらい浜の踏切りをアンダーパスにするには、どのくらい
の費用がかかるのか。の費用がかかるのか。

AA  一般的な線路の下を潜る隧道を作る場合はどの程一般的な線路の下を潜る隧道を作る場合はどの程
度の費用がかかるのか、近々確認したい。度の費用がかかるのか、近々確認したい。

QQ 機能保証としての道路整備は、かなり大規模な道路 機能保証としての道路整備は、かなり大規模な道路
工事になり費用もかさむはず。その点ついてはどうか。工事になり費用もかさむはず。その点ついてはどうか。

AA  舗装道路よりも階段が多くなると見ている舗装道路よりも階段が多くなると見ているが、何が、何
千万円という金額にはならないと思っている。千万円という金額にはならないと思っている。

QQ 先に町のバリアフリー基本構想を策定し、全体像を 先に町のバリアフリー基本構想を策定し、全体像を
町民に示すべきではないか。町民に示すべきではないか。

AA  基本構想は来年度に策定する予定でいる。踏切り基本構想は来年度に策定する予定でいる。踏切り
廃止が JR から出された条件であるため、並行して事務廃止が JR から出された条件であるため、並行して事務
を進めていく。を進めていく。

QQ イメージ図を出さないのも問題。 イメージ図を出さないのも問題。改札からすぐスロー改札からすぐスロー
プでホームに上がれると勘違いしている人がいる。プでホームに上がれると勘違いしている人がいる。

AA  図面はお金がかかるため現段階では概略的な説明図面はお金がかかるため現段階では概略的な説明
しかできない。JR との協議の中では、約 30 ～ 40 ｍ右しかできない。JR との協議の中では、約 30 ～ 40 ｍ右
に歩いて横断してホームに上がるとの話になっている。に歩いて横断してホームに上がるとの話になっている。

QQ  踏切りの存続を泣いて頼まれているが、どう思うか。踏切りの存続を泣いて頼まれているが、どう思うか。

AA  そのような話は聞こえて来ていない。行政判断としそのような話は聞こえて来ていない。行政判断とし
てできると思っている。てできると思っている。

●浜の踏切り廃止について●浜の踏切り廃止について
QQ エレベーターではなく、構内踏切りを設置するとな エレベーターではなく、構内踏切りを設置するとな
ると浜の踏切り廃止が必要とのこと。ると浜の踏切り廃止が必要とのこと。利害関係者全てが利害関係者全てが
賛成すればよいが、反対者が出た場合は権利問題なの賛成すればよいが、反対者が出た場合は権利問題なの
で勝手は許されない。バリアフリー化を９割の方が支持で勝手は許されない。バリアフリー化を９割の方が支持
したとしても踏切り廃止は別の問題と捉えるべきだ。したとしても踏切り廃止は別の問題と捉えるべきだ。

AA  権利の問題については、土地所有者の皆様に迂回権利の問題については、土地所有者の皆様に迂回
路で機能補償することを考えている。より多くの方々の路で機能補償することを考えている。より多くの方々の
要望を実現するのが民主主義だと考える。１軒 1軒回っ要望を実現するのが民主主義だと考える。１軒 1軒回っ
て理解を得たい。て理解を得たい。

3



事業効果を　　チェック

令和５年度決算令和５年度決算

令和５年度令和５年度

　御宿町は一般会計の他に４つの独立した会計をもっています。特別会計の国民健康保険
特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計と公営企業会計の水道事業会計が
あります。

５つの会計決算を認定

一般会計

後期高齢者医療特別会計

歳入総額　10 億 3,735 万円　8.8％減
歳出総額　  9 億 8,712 万円　6.6％減

歳入総額　12 億 632 万円
　　　　　　　　　 1.8％増

歳出総額　9 億 8,892 万円
　　　　　　　　　 2.1％減

歳入総額　１億 8,604 万円　1.8％増
歳出総額　１億 8,390 万円　1.0％増

歳入総額　43 億 2,387 万円　4.7％減
歳出総額　39 億 8,216 万円　4.6％減

介護保険特別会計

水道事業会計
「収益的収支」とは、水道事業の経営に係る会計。
「資本的収支」とは、水道施設の整備にかかる会計。

収益的収入及び支出
　　収入　3 億 2,531 万円
　　支出　3 億 7,493 万円

資本的収入及び支出

　　収入　１億 2,871 万円　
　　支出　 2 億   641 万円

※収入が支出に対して不足する額は、留保資金で補填しています。

国民健康保険特別会計

▲決算の概要は町HPをご覧ください

（各会計の増減は前年度比です）
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令和５年度決算令和５年度決算
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  Q

事業効果を　　チェック

　決算審議の際には町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。
　その中から、いくつか掲載します。

  ＆ 
   A

　
　まず１つ目は財政運用についてです。総額で約４億円が年度当初に現金と財
政調整基金で繰越しになっています。そのため、お金がないわけではないと

　　　　　　いうことを改めて申し上げます。
　　　　　　２つ目は執行についてです。ふるさと納税では、町外から寄せていただいた温
かい気持ちに目を通していないということが分かりました。
　３つ目は行政事務の事故繰越しです。３月の定例会が終わった後でも充分に明許繰越制度
を利用することができたということです。
　４つ目は中山間地域総合整備事業です。これは、ハードとソフトウエアの２つの事業になっ
ており、間もなく事業は終わるにも関わらず、そのソフトウエア事業について担当が内容を
把握していないという報告でした。
　５つ目は地域防災計画です。大変重要な計画であるが、ミスがあったまま決裁をしてしまっ
たということです。
　これら一つひとつを御宿町に任せて本当によいのかという内容です。町民の声を真摯に受
け止め、一日一日の行政事務を適切に行う。そして、ひとつひとつの事務を課長の皆さんの
文殊の知恵と力を合わせて、ひとつひとつの事務をつかさどることを申し上げさせていただ
き、反対討論とします。

町民の声を真摯に受け止め、行政事務を適切に遂行すべき

議案第 10 号　令和 5 年度一般会計決算の反対討論

石井 芳清 議員石井 芳清 議員

一人
あ
た
り
の
医
療
費
が

昨
年
よ
り
減
っ
て
い
る

要
因
は

 

Q　
令
和
４
年
度
と
令
和
５
年

度
で
は
、
1
人
あ
た
り
の
医
療
費
が

34
万
3
０
9
０
円
か
ら
33
万
５
９
３
１

円
に
減
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

 

A　
特
定
検
診
の
受
診
率
が
向
上

し
て
お
り
、
被
保
険
者
の
健
康
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

一般会計

国民健康保険特別会計
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質問順番 質　問　事　項 質問議員

１
　①義務教育学校への移行について
　②町民文化施設と社会教育施設との複合化・集約化による整備・運営
　　改善について

岩瀬　環樹

２

　１．町長の政治姿勢について
　(1) 移住定住政策や子育て政策などの人口減少対策
　(2) 御宿小学校更新
　(3) 御宿駅バリアフリー化
　(4) 駅西側遊休農地の整備
　(5) 公共施設等総合管理計画

塩入　健次

３ 　１．台風７号における避難所の運営について 圡井　茂夫

４

　１．町職員の皆さんのモチベーション維持・向上について
　(1) 重要性の認識について
　(2) 研究の実施および成果について
　(3)VUCA時代における役場組織のあり方とモチベーションの関連について

北村　昭彦

５ 　１．住民の生命と財産を守ることは自治体の責務 石井　芳清

９月１１日に行われた一般質問では、５名の議員が登壇し、町政全般について現状や方針
を問いました。

一般質問の詳細は☞ P ７～ P １１

一般質問一般質問

令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会
９月１１日、１２日
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Ａ
将
来
的
に
は
町
の
歴

史
上
重
要
な
も
の
を

１
か
所
に
集
約
し
、
保
存
環

境
を
整
え
、
後
世
に
残
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

教
育
課
長
）

Ａ
町
に
存
在
す
る
様
々

な
文
化
に
つ
い
て
１

つ
に
集
約
す
る
こ
と
は
、
現

在
の
月
の
沙
漠
記
念
館
に
集

約
す
る
こ
と
は
非
常
に
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の

で
、困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
こ
こ
に
集
約
す
る
の

は
無
理
だ
と
言
っ
た

が
、
ど
ん
な
形
に
し
て
も
大

切
な
も
の
だ
か
ら
、
町
民
や

観
光
客
が
見
ら
れ
る
よ
う
な

形
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
私
が
挙
げ
た
提
案

は
、
御
宿
町
の
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
を
内
外
に
示
す
こ
と

と
な
り
、
結
果
、
記
念
館
の

存
在
が
地
域
の
象
徴
に
な
る

と
考
え
る
。

　
御
宿
町
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
記
念
館
に
集
め
る
こ

と
を
前
向
き
に
考
え
て
い
た

難
し
い
と
考
え
る
。

（
答
弁
者･･･

企
画
財
政
課
長
）

●
町
民
文
化
施
設
と

社
会
教
育
施
設
の
複

合
化
・
集
約
化
に
よ

る
整
備
・
運
営
改
善

に
つ
い
て

Ｑ
月
の
沙
漠
記
念
館
に

資
料
館
の
ほ
か
、
サ

ン・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
漂
着

の
史
実
、
海
女
の
歴
史
、
上

総
広
常
の
伝
説
、五
倫
文
庫
、

天
然
記
念
物
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
、
絶
滅
危
惧
種
の
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
な
ど
、
御
宿
町
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
１
つ
に

集
約
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
が
ど
う
か
。

校
更
新
の
課
題
解
決
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　

通
学
に
必
要
と
な
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
、
日
中
は
地

域
公
共
交
通
の
路
線
バ
ス
と

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る

大
原
駅
に
乗
り
入
れ
る
こ
と

で
、
御
宿
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
構
想
の
代
替
に
も
な
り
得

る
と
思
う
。
各
担
当
課
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ
布
施
小
学
校
の
活
用

に
つ
い
て
の
ご
提
案

だ
が
、
長
寿
命
化
に
向
け
た

大
規
模
改
修
を
行
っ
て
い
な

い
状
況
な
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
小
学
校
と
し
て
活
用
す

る
予
定
は
な
い
。

（
答
弁
者･･･
教
育
課
長
）

Ａ
通
学
の
空
白
と
な
る

日
中
に
路
線
バ
ス
と

し
て
大
原
駅
に
乗
り
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
バ
ス
会

社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
路
線
バ
ス
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
こ
ど
も
園
バ

ス
と
別
契
約
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の
併
用

は
有
効
活
用
と
い
う
面
で
は

●
義
務
教
育
学
校
へ

の
移
行
に
つ
い
て

Ｑ
学
校
教
育
に
お
け
る

現
在
の
主
流
は
、
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
、

高
校
３
年
だ
が
、
そ
の
制
度

自
体
が
見
直
さ
れ
る
事
例
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
、
中
学
校

の
小
規
模
化
の
課
題
を
解
決

す
る
５
・４
制
で
別
キ
ャ
ン

パ
ス
と
な
る
施
設
分
離
型
の

義
務
教
育
学
校
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
当
面
の
間
は
、
布
施

小
学
校
校
舎
で
１
年
生
か
ら

５
年
生
の
５
年
間
、
６
年
生

か
ら
９
年
生
ま
で
の
４
年
間

を
御
宿
中
学
校
校
舎
に
す
る

こ
と
で
、
現
在
、
御
宿
小
学

だ
き
た
い
。

Ａ
多
く
の
方
の
目
に
触

れ
ら
れ
る
よ
う
な
形

で
の
企
画
展
と
い
う
も
の
が

提
案
で
き
る
か
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
そ
の
際
に
は
月
の

沙
漠
記
念
館
に
は
運
営
委
員

会
が
あ
る
の
で
、
そ
の
運
営

委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
町
長
が
考
え
る
御
宿

町
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
挙
げ
て
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
御
宿
町
に
は
非
常
に

優
れ
た
文
化
、
あ
る

い
は
自
然
が
多
く
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
理
解

を
深
め
て
、
よ
り
広
く
多
く

提
示
し
た
い
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 一般質問

布施小学校を活用できないか
教育課長 － 小学校として活用する予定はない

岩瀬　環樹  議 員岩瀬　環樹  議 員

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。　会議録　P11～ P22 町 HP

▲御宿小学校校舎

▲布施小学校校舎
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一般質問
塩入　健次　議 員塩入　健次　議 員

町長 － そのとおりだ

町長は当初から御宿小学校の跡地利用を
想定していたのか

Ａ
町
に
お
い
て
非
常
に

大
き
な
効
果
、
重
要

性
が
あ
る
の
で
私
の
政
治
判

断
で
進
め
て
い
る
。
関
係
者

に
は
こ
れ
か
ら
ご
理
解
を
い

た
だ
く
。
機
能
補
償
と
し
て

御
宿
台
か
ら
降
り
る
道
を
つ

な
い
で
行
け
る
よ
う
に
す

る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
大
き

な
道
路
工
事
に
な
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
費
用
対
効
果
の
面
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
断
念
し
、
費
用
の
安
い
構

内
踏
切
と
ス
ロ
ー
プ
案
に

な
っ
た
は
ず
だ
が
、
踏
切
工

事
以
外
に
御
宿
台
か
ら
の
道

を
新
た
に
整
備
し
、
愛
宕
山

に
避
難
所
を
作
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
地
権
者
か
ら
土
地

を
買
い
上
げ
て
町
有
地
化
す

る
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
、

費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ

る
。Ａ

工
事
費
、
管
理
費
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
比
べ
半
分
程
度
と
伺
っ
て

い
る
。
道
路
の
整
備
、
雨
風

を
し
の
ぐ
小
屋
程
度
の
避
難

所
を
考
え
て
お
り
、
事
業
費

れ
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
あ
ま
り
外
部
に
は
申

し
上
げ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
元
来
そ
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。
議
会

に
話
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
申

し
訳
な
か
っ
た
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
こ
れ
ま
で
町
執
行
部

は
小
中
一
貫
教
育
な

ど
の
理
由
を
つ
け
て
中
学
校

へ
の
移
転
を
進
め
て
き
た

が
、
町
長
の
考
え
の
中
に
は

当
初
か
ら
御
宿
小
学
校
の
跡

地
利
用
を
含
め
た
中
で
移
転

を
想
定
し
て
い
た
の
か
。

Ａ
は
い
、
そ
の
と
お
り

だ
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
御
宿
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て

Ｑ
構
内
踏
切
設
置
に
際

し
て
浜
踏
切
の
閉
鎖

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

踏
切
の
先
に
土
地
を
所
有
す

る
地
権
者
の
了
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
御
宿
小
学
校
更
新

に
つ
い
て

Ｑ
議
員
協
議
会
で
町
が

示
し
た
比
較
表（
御
宿

中
に
移
転
、
御
宿
小
の
建
て

替
え
、
布
施
小
に
移
転
）
で

は
、
御
宿
中
や
布
施
小
へ
移

転
の
場
合
の
御
宿
小
校
舎
解

体
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
移
転
後
の
校
舎
解
体
は

必
須
で
は
な
い
の
か
。
廃
墟

の
ま
ま
残
す
の
か
。

Ａ
御
宿
小
学
校
跡
地
に

は
企
業
誘
致
の
考
え

を
持
っ
て
い
る
。
更
地
に
す

る
考
え
は
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
校
舎
の
取
り
扱
い
は

誘
致
し
た
企
業
の
責

任
で
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
か
。

Ａ
基
本
的
な
考
え
方
は

そ
う
だ
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
企
業
誘
致
と
い
う
話

は
初
耳
だ
が
、
な
ぜ

先
に
そ
の
よ
う
な
提
案
を
さ

●
子
育
て
政
策
に
つ

い
てＱ

今
年
度
予
算
で
入
学

準
備
金
が
廃
止
さ
れ
、

修
学
旅
行
費
補
助
が
削
減
さ

れ
た
。
今
後
の
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
支
援
の
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ
教
育
関
係
の
予
算
全

体
を
考
え
て
判
断
し

た
が
、い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、

ご
質
問
、
請
願
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
給
食
費（
の
無
償

化
）
を
含
め
て
今
後
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
議
員
定
数
削
減
は
削

減
分
の
人
件
費
を
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
の
は
ず

だ
っ
た
が
、
そ
の
財
源
を

使
っ
た
支
援
は
で
き
な
い

か
。Ａ

議
員
の
皆
様
の
努
力

は
重
々
承
知
し
て
い

る
が
教
育
行
政
に
関
し
て
は

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
と

自
分
自
身
は
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

の
面
で
は
少
額
で
済
む
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

●
駅
西
側
遊
休
農
地

に
つ
い
て

Ｑ
地
権
者
の
合
意
形
成

が
難
し
い
と
思
う
が
、

い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
決
め
る
の
か
。

Ａ
検
討
会
で
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
令
和
７
年
度
を
め
ど

に
事
業
の
方
向
性
、
骨
格
を

決
め
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
町
長
自
身
は
ど
う
し

た
い
の
か
。
ビ
ジ
ョ

ン
を
伺
う
。

Ａ
移
住
定
住
政
策
、
人

口
減
少
対
策
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
で
き
れ
ば

よ
い
。
御
宿
台
に
若
者
や
家

族
が
来
た
時
に
、
子
ど
も
た

ち
が
歩
い
て
い
け
る
大
き
な

遊
び
場
が
あ
れ
ば
よ
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。　会議録　P22～ P39 町 HP
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ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
教
室
の

使
用
を
認
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

Ａ
教
室
は
、
子
ど
も
た

ち
の
個
人
情
報
等
も

あ
る
の
で
、
開
放
す
る
の
は

難
し
い
が
、
教
室
に
は
空
調

設
備
も
完
備
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
災
害
の
規
模
や
避
難

所
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、

開
放
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

　

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
、
人
の
命
と
ど
っ

ち
が
大
事
な
の
か
を
見
極
め

た
上
で
、
時
と
場
合
に
は

使
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
は
、
命
が
大
切
と
い

う
こ
と
を
最
大
限
に
考
え
て

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
避
難
所
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
と
防
止
に

つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
に
対
す
る
具

体
的
な
方
法
、
具
体
的
な
行

Ｑ
当
日
は
室
内
温
度
が

高
く
、
大
型
の
送
風

機
を
投
入
し
た
が
効
果
は
低

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
剣
道

場
内
は
蒸
し
暑
く
て
、
避
難

者
も
何
と
か
な
ら
な
い
の
か

と
、
私
に
す
が
る
思
い
で
話

を
し
て
い
た
。

　
避
難
者
の
方
へ
の
体
調
管

理
は
配
慮
し
た
の
か
。ま
た
、

暑
い
等
の
要
望
に
対
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
だ
っ

た
の
か
。

Ａ
避
難
所
の
中
の
環
境

が
非
常
に
暑
い
と
い

う
状
況
は
、
避
難
所
対
応
職

員
か
ら
総
務
課
に
報
告
を
受

け
て
い
た
。対
応
と
し
て
は
、

大
型
の
冷
風
機
を
設
置
し
、

１
世
帯
に
つ
き
１
台
の
扇
風

機
を
個
別
に
貸
し
て
対
応
し

た
。

　
体
調
管
理
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
小
ま
め
に
声
を
か
け

る
な
ど
、
体
調
変
化
等
に
つ

い
て
留
意
を
し
た
。

（
答
弁
者･･･
総
務
課
長
）

Ｑ
御
宿
町
地
域
防
災
計

画
で
は
、
御
宿
中
学

校
は
教
室
と
体
育
館
が
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
る
が
、

み
た
い
。

Ｑ
当
日
の
避
難
所
に
指

定
さ
れ
た
御
宿
中
学

校
剣
道
場
の
、
開
設
か
ら
終

了
ま
で
の
１
時
間
ご
と
の
室

内
温
度
は
何
度
だ
っ
た
か
。

Ａ
御
宿
中
学
校
剣
道
場

の
室
内
温
度
は
、
１

時
間
ご
と
の
計
測
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
避
難
所
対
応
職

員
が
体
調
管
理
の
面
か
ら
、

適
時
室
内
温
度
を
計
測
し
て

お
り
、
28
～
30
度
程
度
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
、
定
期
的
な
室
内
温
度
の

把
握
・
管
理
に
つ
い
て
は
、

徹
底
し
た
い
。

（
答
弁
者･･･
総
務
課
長
）

●
台
風
７
号
に
お
け

る
避
難
所
の
運
営
及

び
熱
中
症
対
策
と
防

止
に
つ
い
て

Ｑ
８
月
16
日
の
台
風
７

号
に
お
い
て
避
難
指

示
後
何
分
後
に
避
難
所
を
開

設
し
た
か
。

Ａ
避
難
所
の
開
設
は
、
８

月
16
日
午
前
９
時
に

御
宿
中
学
校
体
育
館
に
開
設

を
し
た
。
午
前
４
時
16
分
に

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
避

難
所
を
開
設
す
る
警
戒
レ
ベ

ル
３
に
は
達
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
避
難
所
を
開
設
し
、

速
や
か
な
対
応
を
し
た
。  

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

　
千
葉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
こ
の
避
難
所
開
設
に
つ

い
て
御
宿
町
は
８
月
16
日
10

時
、
勝
浦
市
が
15
日
19
時
、

い
す
み
市
が
16
日
６
時
、
大

多
喜
町
が
16
日
６
時
と
載
っ

て
い
た
。
私
も
実
際
に
避
難

所
を
見
て
回
っ
た
が
、
避
難

さ
れ
た
方
は
、
御
宿
町
は
な

ぜ
避
難
所
を
早
く
開
設
し
な

い
の
か
と
言
っ
て
い
た
。
今

後
は
早
い
避
難
所
開
設
を
望

動
指
針
は
協
議
が
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
後
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

Ｑ
避
難
所
は
御
宿
町
に
、

旧
岩
和
田
小
学
校
、

布
施
小
学
校
、
御
宿
中
学
校

の
３
箇
所
が
あ
る
。
今
回

は
、
御
宿
中
学
校
の
み
だ
っ

た
。
災
害
後
に
岩
和
田
の
方

か
ら
、
何
で
避
難
所
を
岩
和

田
小
学
校
に
開
設
し
て
く
れ

な
い
の
か
と
言
わ
れ
た
。
極

力
避
難
所
の
開
設
に
臨
ん
で

も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

Ａ
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、

御
宿
町
は
避
難
所
を

開
設
す
る
基
準
の
警
報
が
出

て
お
ら
ず
、
避
難
所
を
開
設

す
る
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も

ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
も
あ
る
た

め
、
避
難
し
た
い
方
の
受
皿

を
用
意
す
る
た
め
、
御
宿
中

学
校
に
開
設
を
し
た
。
レ
ベ

ル
３
の
警
報
が
出
た
場
合

は
、
指
定
避
難
場
所
３
か
所

を
開
け
る
対
応
を
検
討
す

る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

 

避難所として御宿中学校の教室を
使用すべきではないか
町長 － 災害の規模や長期化した場合に考えたい

圡井　茂夫  議 員圡井　茂夫  議 員

▲避難場所の御宿中学校（剣道場）

一般質問
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一般質問
北 村　昭 彦　議 員北 村　昭 彦　議 員

町長 － 研究・政策は実施していない

町職員のモチベーション維持・向上に
ついての研究成果は

な
っ
て
以
来
こ
の
こ
と
を
訴

え
続
け
て
き
た
が
、
全
く
取

り
上
げ
て
頂
い
て
な
い
こ
と

が
解
っ
た
。
残
念
で
な
ら
な

い
。●

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に

お
け
る
役
場
組
織
の

あ
り
方
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
最
後
に
、
Ⅴ
Ｕ
Ｃ
Ａ

時
代
、
つ
ま
り
不
確

実
で
予
測
が
難
し
い
時
代
の

中
で
、
行
政
組
織
に
お
い
て

も
、
今
ま
で
通
り
の
や
り
方

が
通
用
せ
ず
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
し
て

く
る
と
考
え
る
が
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

Ｑ
私
が
お
尋
ね
し
た
事

に
答
え
て
頂
い
て
い

な
い
。
８
年
前
と
４
年
前
、

私
の
提
言
に
対
し
て
町
長

は「
研
究
す
る
」
と
言
っ
た
。

そ
の
研
究
を
し
た
の
か
、
し

て
い
な
い
の
か
。
し
た
の
で

あ
れ
ば
研
究
内
容
と
成
果
、

つ
ま
り
具
体
的
な
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
な
が
っ
た
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
再
度
ご

答
弁
願
い
た
い
。

Ａ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
講
習
会
を
開

い
た
り
、
政
策
を
実
施
し
た

か
と
い
う
と
、
や
っ
て
い
な

い
。

　
お
互
い
に
し
っ
か
り
と
会

話・
協
議
し
な
が
ら
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、

私
の
捉
え
方
で
あ
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

　
多
く
の
町
や
研
究
者
が
こ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
、
様
々
な
事
例
が
生
ま

れ
て
い
る
中
で
、
我
が
町
は

研
究
す
る
必
要
も
な
い
し
、

政
策
を
打
つ
お
考
え
も
な

い
、
と
の
ご
答
弁
。
議
員
に

組
む
様
子
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

を
実
施
し
な
が
ら
、
職
場
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
場
は
日
々
仕
事

へ
の
意
欲
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
た
め
の
道
場
で

あ
る
と
認
識
し
、
常
に
町
民

の
た
め
を
基
本
に
、
積
極
性

を
旨
と
し
て
、
職
員
に
対
し

指
示
を
出
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
窓
口
を
訪
れ
た
と
き
、
廊

下
や
外
部
で
会
っ
た
と
き
、

元
気
に
明
る
く
挨
拶
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
周
囲
が
明
る

く
な
り
気
持
ち
も
明
る
く

な
っ
て
、
仕
事
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
職
員
の
皆
さ
ん
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し
て

減
じ
て
い
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
研
究
の
実
施
お
よ

び
成
果
に
つ
い
て

Ｑ
自
治
体
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

向
上
に
つ
い
て
は
、
行
政
学

な
ど
の
学
問
分
野
に
お
い
て

も
30
年
以
上
も
研
究
が
続
け

ら
れ
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

町
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
ま
る
ほ
ど
住
民
に
と
っ

て
い
い
町
に
な
る
、
と
い
う

こ
と
が
学
術
的
に
も
認
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
８
年
前
か
ら
度
々
、

先
進
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
提
言
を
続
け
て
き
た
。

町
長
は
そ
の
都
度「
し
っ
か

り
研
究
し
て
い
く
」
と
述
べ

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
研
究
を
お
こ
な

い
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

Ａ
職
員
の
意
欲
向
上
に

は
心
身
が
健
康
で
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
月
一
度
の
医
師
を
交
え

た
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
、
残
業

時
間
の
確
認
、
仕
事
に
取
り

Ａ
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
の
中
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が

ら
前
向
き
に
取
り
組
め
る
環

境
づ
く
り
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
２
点
申
し
上
げ
る
。

　
１
点
目
は
職
員
が
失
敗
を

恐
れ
ず
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
を

持
て
る
環
境
づ
く
り
。
２
点

目
は
１
つ
の
事
案
に
対
し
、

残
さ
れ
た
課
題
ば
か
り
を
取

り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
努
力
や
成
果
を
評

価
し
な
が
ら
、
更
に
成
長
す

べ
く
残
っ
た
課
題
に
前
向
き

に
挑
戦
し
た
い
と
思
え
る
環

境
づ
く
り
で
あ
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

　
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
姿
勢
、
何
よ
り
も

大
事
だ
と
私
も
思
っ
て
い

る
。
こ
の
言
葉
を
町
長
か
ら

直
接
お
伺
い
で
き
た
事
は
非

常
に
嬉
し
い
。

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。　会議録　P48～ P63 町 HP

10



Ｑ
こ
の
動
物
や
ダ
ニ
等

も
き
ち
ん
と
調
査
を

し
て
、
科
学
的
な
事
実
を
積

み
重
ね
、
根
拠
に
基
づ
い
て

い
か
な
い
と
適
切
で
効
果
的

な
対
策
は
進
ま
な
い
。
調
査

と
は
、
キ
ョ
ン
や
イ
ノ
シ
シ

等
が
、
い
つ
ど
こ
に
何
頭
い

た
の
か
、
捕
獲
し
た
の
か
。

ダ
ニ
も
ど
こ
に
い
た
の
か
等

を
地
図
上
に
落
と
し
込
ん

で
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、

住
民
や
捕
獲
従
事
者
と
も
話

合
い
を
し
な
が
ら
、
適
切
、

効
果
的
な
対
応
を
取
る
こ
と

が
一
番
の
近
道
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
御
宿
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
の
中
に
、
衛
生
管

理
面
の
記
載
が
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
付
け
加
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

Ａ
当
町
で
も
キ
ョ
ン
や

イ
ノ
シ
シ
等
の
捕
獲

頭
数
は
年
々
増
加
し
、
マ
ダ

ニ
媒
介
に
よ
る
感
染
症
の
リ

ス
ク
も
増
加
し
て
い
る
。
野

生
動
物
と
接
触
す
る
捕
獲
従

事
者
に
は
、
肌
の
露
出
を
抑

え
た
り
、
手
指
の
洗
浄
、
消

毒
な
ど
衛
生
管
理
対
策
に
つ

い
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。
動
物
に
よ
る
媒
介
の
注

意
喚
起
は
、
捕
獲
従
事
者
だ

け
で
は
な
く
住
民
に
も
周
知

し
た
い
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

Ａ
住
宅
地
に
隣
接
す
る

雑
草
等
の
放
置
に
伴

う
環
境
保
全
上
の
対
策
と
し

て
は
、
土
地
所
有
者
に
改
善

依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
対
象

と
な
る
土
地
の
所
有
者
、
居

所
が
不
明
な
場
合
も
あ
る

が
、
調
査
を
し
て
連
絡
を
す

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
家
の
敷
地
へ
の
キ
ョ
ン

や
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
に
つ
い

て
は
、
花
壇
や
庭
の
被
害
な

ど
を
防
ぐ
た
め
の
防
護
柵
に

対
す
る
補
助
も
行
っ
て
い

る
。

（
答
弁
者･･･

全
町
公
園
課
長
）

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

Ａ
動
物
か
ら
人
に
感
染

す
る
病
気
は
、
動
物
由

来
感
染
症
と
称
さ
れ
、
厚
生

労
働
省
が
公
表
す
る
マ
ダ
ニ

に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
の
全
国
年
間
報
告
数
は
、

２
０
１
９
年
の
１
０
１
件
か

ら
２
０
２
３
年
度
は
１
３
３

件
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
感
染
経
路
は
、
例
え
ば
ウ

イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ

を
キ
ョ
ン
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
野
生
動
物
が
媒
介
し
、
そ

の
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る
と
感

染
す
る
。

　
主
な
初
期
症
状
は
発
熱
、

全
身
倦
怠
感
、嘔
吐
や
下
痢
、

腹
痛
な
ど
消
化
器
症
状
で
、

重
症
化
し
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
本
町
で
も
、
動
物
由
来
感

染
症
に
つ
い
て
、
病
気
の
概

要
、
予
防
の
た
め
の
注
意
事

項
な
ど
を
広
報
し
啓
発
す
る

た
め
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
８
月
22
日
か
ら
掲
示
を

開
始
し
て
お
り
、
紙
媒
体
で

は
９
月
25
日
発
行
の
お
知
ら

せ
版
に
注
意
喚
起
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

保
健
福
祉
課
長
）

●
動
物
由
来
の
疾
病

と
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
私
の
住
む
地
域
の
役

員
か
ら
、
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
た「
ダ
ニ
媒
介

感
染
症
報
告
が
相
次
い
で
報

告
さ
れ
、
特
に
致
死
率
が
高

い
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
、
略
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の

感
染
者
が
９
０
人
と
な
り
、

主
に
野
外
で
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て

発
症
す
る
が
、ペ
ッ
ト
か
ら
人

へ
の
感
染
や
患
者
か
ら
医
師

へ
の
感
染
例
も
あ
る
こ
と
へ

警
鐘
を
鳴
ら
す
」
記
事
を
重

く
見
て
、
相
談
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
や
県
内
の
団
体
で
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
御
宿
町
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
で
は
令
和
元
年

度
と
令
和
４
年
度
に
更
新
さ

れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
記
載

は
な
い
。

　
ま
た
、
御
宿
町
は
、
県
内

で
も
一
番
高
齢
化
率
の
高
い

町
で
、
高
齢
者
が
例
え
ば
縁

石
等
で
一
休
み
す
る
時
に
感

染
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
。

　
町
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い

う
問
題
意
識
を
持
ち
、
ど
う

Ａ
捕
獲
場
所
等
を
地
図

に
落
と
し
込
む
こ
と

に
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
対
策
を
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
計
画
に
衛
生
管
理

面
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
計
画
の
策
定
を
し

て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
こ
の
事
案
に
つ
い
て
、

町
長
と
し
て
の
所
感

を
求
め
た
い
。

Ａ
ダ
ニ
や
い
ろ
ん
な
媒

介
物
に
よ
っ
て
病
気

が
発
生
す
る
の
で
、
医
師
を

は
じ
め
関
係
機
構
と
対
応
に

つ
い
て
検
討
、
研
究
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
直
感
し
た
。
今

後
関
係
者
、
関
係
機
関
と
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
た

い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 

動物由来の疾病への注意喚起と
対策をどう考えるのか
町長 － 今後関係者、関係機関と考えていきたい

石 井　芳 清  議 員石 井　芳 清  議 員一般質問

▲マダニ（体長 3㎜ ～ 8㎜）

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。　会議録　P63～ P81 町 HP
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提 出 議 案提 出 議 案

提出議案提出議案とと審議結果審議結果

上記以外の説明は☞ P １３～ P １５

議案番号 件　　　　名 結　果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

藤
井　
利
一

岩
瀬　
環
樹

塩
入　
健
次

滝
口　
一
浩

圡
井　
茂
夫

北
村　
昭
彦

伊
藤　
城
祐

石
井　
芳
清

椎
木　
藤
弘

田
中　
と
よ
子

報告第１号  地方公共団体の財政の健全化に関する法律に 
 基づく令和５年度健全化判断比率について 報　告 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第２号  地方公共団体の財政の健全化に関する法律
 に基づく令和５年度資金不足比率について 報　告 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１号
 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一
 部を改正する規約の制定に関する協議に
 ついて

可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号
  千葉県後期高齢者医療広域連合規約の
  一部を改正する規約の制定に関する協
  議について

可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第３号   御宿町国民健康保険条例の一部を改正
 する条例の制定について 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第４号  令和６年度御宿町介護保険特別会計補正
 予算（第１号） 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５号   令和６年度御宿町一般会計補正予算
  （第３号） 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第６号   令和５年度御宿町水道事業会計決算の
  認定について 認　定 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第７号   令和５年度御宿町国民健康保険特別
  会計歳入歳出決算の認定について 認　定 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第８号   令和５年度御宿町後期高齢者医療特別
  会計歳入歳出決算の認定について 認　定 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第９号   令和５年度御宿町介護保険特別会計
  歳入歳出決算の認定について 認　定 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第 10号   令和５年度御宿町一般会計歳入歳出
  決算の認定について 認　定 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 × 〇 〇

請願第５号  フレッツテレビサービスの提供について
 の請願 採　択 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算の説明は（議案第 6 号～第１０号）☞ P ４～ P ５
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規約改正の協議
水道事業の統合・広域化による

規約の変更（議案第１号）

　令和７年４月１日に２市２町で水道事業を統合
し、組合の経営を行うこととされており、水道事
業の運営のため夷隅郡市広域市町村圏事務組合規
約を改正するものです。
　主な改正内容は、共同処理する事務を水道事業
の「統合・広域化」から水道事業の「経営」に変更す
るものです。

  ≪質疑応答≫ 

今の健康保険証と資格確認書の違いは

 Q　今の健康保険証と資格確認書の記載内容と
サイズに違いはあるのか。

 A　記載内容は被保険者名・保険者番号・保険
者名など国から示された統一の内容となり、サイ

ズは自治体ごとに異なるものになると予想され

る。詳細については、これから決定していく。

健全化判断比率 令和５年度決算に基づく算定比率

実質赤字比率 ー 赤字なし

連結実質赤字比率 ー 赤字なし

実質公債費比率 4.9％ 国が示す基準（25％）を下回っているため健全

将来負担比率 ー 国が示す基準（350％）を下回っているため健全

報　告
町の財政健全度を報告

（報告第１号、第２号）

　町の財政状況は下記のとおり、いずれも基準より
下回っており、町の財政は健全であるとの報告があ
りました。

＜水道事業会計＞
●資金不足比率　　資金不足なし

マイナ保険証への移行に伴う
規約の変更（議案第２号）

　マイナンバー法の改正により、高齢者の医療の
確保に関する法律が改正され、現行の健康保険証
が廃止され、マイナ保険証の利用が原則となりま
す。また、令和６年１２月２日以降は被保険者証
及び被保険者資格証明書の新規発行はなくなり、
マイナ保険証を取得していない被保険者には資格
確認書を発行することになります。
　それに伴い、規約にある「被保険者証及び資格証
明書」を「資格確認書等」に改めるものです。

新型コロナウイルスの５類移行に
伴う傷病手当金の削除等（議案第３号）

　新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金給
付の終了と令和６年１２月２日から現行の国民健
康保険被保険者証は新たに発行されなくなるため
国民健康保険条例の一部改正をするものです。

条例改正

＜一般会計＞
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地域公共交通の新たな取組み等に
よる予算の増額〈一般会計〉（議案第５号）

　歳入歳出それぞれ２億 1,150 万９千円を追加し、
補正後の予算総額を 40 億 387 万８千円とするも
のです。
　主な内容は、友好の絆記念日の記念事業による
国際交流事業のほか、標準化に向けた基幹系シス
テムの電算管理経費や地域公共交通の維持に係る
新たな取組として勝浦市デマンドタクシー事業利
用負担金、後年度を見据えた基金の積立て、令和
５年度の精算に伴う国庫支出金及び県支出金返還
金、介護保険特別会計繰入金の計上や今年度の人
事異動等による人件費の調整等の予算措置をする
ものです。

※質疑応答は一部を掲載しています。

  ≪一般会計補正予算にかかる質疑応答≫ 

国際交流事業がなぜ補正対応なのか

 Q　町の重要な事業である日西墨友好の絆記念
事業の経費がなぜ当初予算に計上できなかった

のか。 
A　とても重要な事業と認識しているが、当初予
算を編成する段階では、具体的な内容が決定して

いなかったため、補正対応となった。。

　　ドローンの講習会とは

 Q　ドローンの講習会は誰がどのような目的で
受けるのか。

 A　防災関係部署または土木関係部署の職員
が、土砂が崩落している箇所等の状況確認や災害

等の予防措置として役立てられるような活用を

考えている。

  システムの標準化に向けての対応は

 Q　標準化に向けた基幹系システムの電算管理
にあたってのプロジェクトチームの構成や役割

分担等は。

 A　課長会議等で説明を行い、対象業務の担当
課内で体制を整えていく。また、各課から構成さ

せるＤＸ推進委員という組織を基本に進めてい

きたい。

人件費や介護給付費等の確定に伴う
増額〈介護保険特別会計〉（議案第４号）

　歳入歳出それぞれ 5,200 万 8 千円を追加し、補
正後の予算総額を 10 億 4,818 万２千円とするも
のです。 
　主な内容は、人件費の調整等の増減及び令和５
年度における介護給付費等の確定に伴い、国・県・
支払基金への返還並びに一般会計への精算繰出に
ついて補正を行うものです。

提 出 議 案提 出 議 案

補正予算

▲御宿駅で勝浦市デマンドタクシーに乗車している様子

勝浦市デマンドタクシーの詳細は ▶
広報９月号をご覧ください
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請　願

請願者	 御宿町新町テレビ共同受信施設組合　組合長　宇田川  晴男
紹介議員	 石井 芳清・塩入 健次・北村 昭彦・圡井 茂夫・田中 とよ子　

請願理由	 御宿町長に対し、NTT 東日本（株）及びスカパー JSAT（株）により配信されている「フ
レッツテレビ（地上波、  BS、BS4K、BS8K）サービス」について、御宿町光ファイバー
網への提供を要望し NTT 東日本（株）への強い働きかけを求めるものです。

  採択した請願は町長に送付し、処理の経過及び結果の報告を求めました。

フレッツテレビサービスの提供についての請願を採択（請願第５号）

　　１点目は、電算処理事務です。予算総額３億円の契約事務及び執行事務につ
いて納得できるような説明はなく、非常に不安です。
　２点目は国際交流事業です。これは、世界的な史実を基にした事業で本町で
は条例化されています。また、現在の町長が提案をした極めて大事な事業だと
理解をしています。当初予算に計上しなくていいという話ではありません。着

実に執行していくことが世界的な公約だと理解しています。
　３点目は財政調整基金の積立てです。学校給食の無償化など町民の皆様からもたくさん
緊急要望をいただいています。これを基金に積み立てて、凍結するのではなく、年度途中
に有効に活用することが必要だったのではないでしょうか。
　４点目は地籍調査です。この事務も必要な事務だと理解をしています。これまで単年の
事業でやっており、もっと早期に事業を進め、着実に地籍作業を進めることが肝要であっ
たと思います。特に、地震、津波が想定される中では、このＧＩＳ情報というのは大変重
要だと理解しています。
　５点目は旧岩和田小学校の自動火災報知設備です。教室棟がいつ火災になってもおかし
くはない。また、避難所にも指定しています。旧岩和田小学校は諮問委員会を設けている
にも関わらず、事務を怠っていたことは重大なことであるということを指摘させていただ
き、反対討論とします。

様々な行政事務を怠っていたことは重大なことである

町長からの回答
　関係機関への働きかけにつきましてはこれからとなりますので、協議が済み次第、経過等に
ついて報告します。

議案第 5 号　令和６年度一般会計補正予算の反対討論

石井 芳清 議員石井 芳清 議員
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常任委員会視察研修報告常任委員会視察研修報告

　　長野県小布施町と野沢温泉村を視察　　長野県小布施町と野沢温泉村を視察
　令和６年度の常任委員会視察研修は総務教育民生委員会の主催により、１０月１７日に長野県小布
施町立図書館『まちとしょテラソ』、１８日には姉妹都市である野沢温泉村役場を訪問し『幼保小中
一貫教育』及び『インバウンド観光の誘致施策』について行政視察を行いました。

●野沢温泉村
　幼保小中一貫教育について

　野沢温泉村では、のざわこども園、野沢温泉小学校、
野沢温泉中学校が連携し、「野沢温泉学園」を運営され
ています。
　また、全教員がいくつかのワーキングチームを編成し
て 12 年間の一貫した教育を実践しており、こども園か
ら中学３年生までの英語教育やスキー学習の年間計画
が 1 ページにまとめられていることからも、幼保小中
の連携が確立されていました。
　村の未来を担う人材を幼児期から育てるという目標
に村全体が一丸となって取り組んでおり、一貫教育に必
要なことは、関わる人々の熱意とそれを後押しする行政
の姿勢だと感じました。

●小布施町
　小布施町立図書館「まちとしょテラソ」
　「まちとしょテラソ」は、住民参加による検討会でコン
セプトを作り上げ、従来の図書館のイメージを覆した、明
るく斬新な造りとなっていました。
　隣接する小学校の一部であるかのような一体的な空間と
なっており、学校と連携して不登校児童の受け入れなども
行っていました。また、職員による企画展示や住民参加イ
ベントも盛んで、図書館の枠を超えた「交流スペース」と
呼べる施設でした。
　もし御宿小学校を建て替えるとなれば、隣接して同様の
施設を設置することで文化向上や人的交流の盛り上がりが
期待できると思いました。 交換したいものをカゴに入れ合う「どうぞのいす』▲

▲インバウンド観光の誘致施策の取組みを視察

▲絵本をもとにした
　『どうぞのいす』の
　説明を受ける様子

　インバウンド観光の誘致施策について
　スキーシーズンの野沢温泉村は、外国人観光客で賑わいを見せ、1 日平均 2,000 人の外国人観光客
を迎えるにあたっての傾向と対策について伺いました。
　外国人観光客は夕食を外で食べることが多いため、宿泊施設にとっては夕食を作る必要がなく、経費
削減により利益率が向上していました。また、飲食店では村の起業支援補助金を利用した開業が増え、
売買やリノベーションも盛んなほか、メニューの多言語化、外国人スタッフの雇用も行われていました。
　そして、当初消極的だったキャッシュレス決済にも 6 ～ 7 割の飲食店が対応し、海外カードに対応
した ATM も村負担で導入していました。
　野沢温泉村ではこのような取組みをはじめ、空き家や空き店舗を活用するなどの
施策を行い、賑わいを絶やさないようにする努力が実を結んだと感じました。

▲視察報告書は町HPへ

16



		

          22日　例月出納検査22日　例月出納検査
26日　夷隅環境衛生組合出納検査／決算審査26日　夷隅環境衛生組合出納検査／決算審査
	 御宿町におけるDX研修会	 御宿町におけるDX研修会
27日　国保国吉病院組合出納検査27日　国保国吉病院組合出納検査
28日　総務教育民生委員会協議会（第４回）28日　総務教育民生委員会協議会（第４回）
	 産業建設委員会協議会（第２回）	 産業建設委員会協議会（第２回）
	 議員協議会（第１２回）	 議員協議会（第１２回）
30日　夷隅郡市広域市町村圏組合議会定例会30日　夷隅郡市広域市町村圏組合議会定例会

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和６年８月〜１１月）

８月８月 		

            6日　日西墨友好の絆記念日事業  6日　日西墨友好の絆記念日事業
10日　布施学校組合議会定例会10日　布施学校組合議会定例会
12日　大多喜町合併７０周年記念式典12日　大多喜町合併７０周年記念式典
16日　議員協議会（第１４回）16日　議員協議会（第１４回）
17日～ 18日17日～ 18日　常任委員会視察研修　常任委員会視察研修
22日　議会だより編集委員会22日　議会だより編集委員会
23日　例月出納検査23日　例月出納検査
		 千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会
25日　25日　国保国吉病院組合出納検査国保国吉病院組合出納検査
28日　28日　全員協議会全員協議会
29日　プール運営委員会29日　プール運営委員会
31日　31日　夷隅環境衛生組合議会夷隅環境衛生組合議会（定例会・全員協議会）（定例会・全員協議会）

１０月１０月

		

            2日　  2日　御宿駅西側遊休農地等環境整備事業推進検討会御宿駅西側遊休農地等環境整備事業推進検討会
  3日　総務教育民生委員会協議会（第５回）  3日　総務教育民生委員会協議会（第５回）
  4日　議会運営委員会  4日　議会運営委員会
  6日　布施学校組合議員協議会  6日　布施学校組合議員協議会
11日　第３回定例会（日程第１号）11日　第３回定例会（日程第１号）
12日　第３回定例会（日程第２号）12日　第３回定例会（日程第２号）
20日　20日　国保国吉病院組合出納検査国保国吉病院組合出納検査
	 議員協議会（第１３回）	 議員協議会（第１３回）
25日　全国町村議会広報研修会25日　全国町村議会広報研修会
26日　例月出納検査26日　例月出納検査
		 夷隅郡市広域市町村圏事務組合例月出納検査夷隅郡市広域市町村圏事務組合例月出納検査
30日　30日　夷隅環境衛生組合出納検査夷隅環境衛生組合出納検査　　

９月９月

		

            5日　千葉県芝山町議会議員視察  5日　千葉県芝山町議会議員視察
  6日　議会だより編集委員会  6日　議会だより編集委員会
  8日　  8日　千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
12日　議会運営委員会12日　議会運営委員会
13日　町村議会議長全国大会13日　町村議会議長全国大会
14日　マニフェスト大賞 受賞事例研修会14日　マニフェスト大賞 受賞事例研修会
15日　マニフェスト大賞 授賞式15日　マニフェスト大賞 授賞式

１１月１１月

 
　　　町村議会広報研修会

 
　　御宿町における DX 研修会

　８月２６日（月）に役場大会議室で御宿町議
会によるDX研修会を開催しました。町内在住
で元玉川大学教授の清水英典氏を講師として招

き、「DXとは」「御
宿町ですぐに出来
るDX」などをテー
マに講演いただき
ました。

　９月２５日に全国町村議会議長会主催の
町村議会広報研修会が東京のニッショー
ホールで開催されました。
　当町からは、議会だより編集委員である
３名の議員が参加し、議会だよりの作成に
必要な技術や見せ方、読み手に伝わるデザ
イン方法のほか、先進事例として寄居町議
会広報を学びました。
　今回学んだ研修内容を今後に生かし、町
民の皆さんに分かりやすい議会広報紙を目
指していきます。

▲御宿町議員をはじめ町職員も講義に参加し
     DX に関する理解を深めました。
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★町ホームページ（https://www.town.onjuku.chiba.jp/sub5/4/）では、議会情報や過去に発行
された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧ができます
ので、ご連絡ください。　　　　　御宿町議会事務局　℡0470-68-2515　議会情報はこちらから→

         御宿町議会が第 19 回マニフェスト大賞         御宿町議会が第 19 回マニフェスト大賞
　　　　 「躍進賞」を受賞しました！！　　　　 「躍進賞」を受賞しました！！

●発行 / 千葉県御宿町議会　●編集 / 議会だより編集委員会　●発行責任者 / 滝口　一浩●発行 / 千葉県御宿町議会　●編集 / 議会だより編集委員会　●発行責任者 / 滝口　一浩
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　地方自治体の議会や首長などの優れた活動を募集し、表彰する「第 19 回マニフェスト大賞」におい
て応募総数 3,012 件の中から本町議会の取り組みが議会改革部門「躍進賞」に選ばれました。
　ここでは、その取り組み内容についてご紹介します。

【チーム御宿議会の頑張りに評価】

「若モノ×議会」
まちづくりワークショップで

身近な議会に
　町における若者たちの声を町政に活かすか
が大きな課題であり、住民にとって「身近
な議会でありたい」という思いからワーク
ショップを開催しました。　ワークショップ
では、住民から意見やアイデアをいただいた
り、地元高校生が司会進行を引き受けてくれ
るなど、住民による議会への理解や協力、住
民協同といった成果が出てきています。

ガチンコトークの「議会報告会」
「費用０円による議会インターネット中継」
　町と議会でのすれ違いが続く状況を住民に説明するため
の議会報告会を実施し、住民と議会との溝を少しでも埋め
られるよう実施しました。
　また、議会インターネット中継では、先進地を視察し、
議員の所有する機材を活用。費用０円でインターネット中
継（実証実験）を開始し、デジタル化への取り組みを進め
ています。

　我々議会が率先して「失敗してもいい」と挑戦し続ける姿
を行政に見せていこうという思いで動き出したところ少しず
つ住民の皆さんからの応援の声が聞こえ始め、そして今回の
受賞。本当に嬉しい限りです。
　たった 10 名の小さな議会の挑戦は「難しく考えずに先行事
例を真似すること」から始まったばかりです。この受賞を契
機に町の皆さんと一緒に次のステージに進みたいと思います。

▲詳しくは町HPを
　ご覧ください。

◀ワークショップの内容が
　本になりました

マニフェスト大賞とは…
　地方自治体の議会、首長、市民等による地域民主主義向上に資する優れた取り組みを募集し、表彰する
ものです。「善政競争」の輪を拡げることを目的としています。

（主催：マニフェスト大賞実行委員会　共催：早稲田大学マニフェスト研究所、毎日新聞社
  後援：株式会社共同通信社）

18見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。ユニバーサルデザインフォントを採用しています。


